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《 ２ 》 志木市の巨樹たち・・その８ 
本間 敏文 

 
志木市内の巨樹との出会いシリーズも８回を迎

えることとなり、今回で最後とします。 

 志木と言えば、「長勝院旗桜」、ご存じとは思いま

すが、やはり見に行きましょう。 

 柏町３丁目の長勝院跡にある桜の古木ですが、

樹齢４００年といわれ、幹回りは３ｍ強あり、一部

枯損、空洞等ありますが、毎年元気に花を咲かせて

います。開花時期はソメイヨシノと比べると 

１週間ほど遅いです。 

 この桜は山桜の変種で、花は大型で花弁は円形

に近く、白色ですが、中には先端が淡い紅紫色にな

ります。 

 

 

桜の花は、ふつうは花びらが５枚です。しか

し、旗桜はその５枚のほかに、花びらのような

パーツを持つ花をつけます。 実はこれは花び

らではなく、雄しべが変形したもので、「旗弁」

と呼ばれており、旗を立てているように見える

ことからハタザクラと呼ばれるようになりま

した。また、全部の花に付くわけではなく、一

部の花にしか付きません。 

 さて、冒頭で言いましたように、これで志木

の巨樹巡りは終了とさせて頂き、次回からは、

都内の主だった巨樹たちを訪れてみようかと

思っております。 
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◇今回も新型コロナの影響でイベント

の回数が減ってしまいましたので、個

別イベントの様子を伝える記事は減っ

てしまいましたが、その分これまでと

少し違った記事になったのではないか

と思います。また、ＨＰの充実も図っ

て行ければと思います。（青木 明雄） 

【長勝院旗桜の花弁と旗弁】 【長勝院旗桜】 


